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⬧ SKOS : Simple Knowledge Organization System

⬧ 概念体系の基本構造や、概念の意味を表現するために構造化したモ
デル

⬧ 例えば

• “概念”に、自然言語の文字列でラベルをつける

• URIで一意に識別する

• 他の概念との関係性を表現する

• 非形式的な階層構造にする

⬧ 「統制語彙」や「シソーラス」を記述するために使われる。

⬧ 類似する構造には、「タクソノミー」「分類表」などがある。
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１．SKOS (スコース)とは



⬧ 概念体系

• 非物理的なオブジェクトを集め、それらのオブジェクトの共通点に着
目して名前をつけたものが「概念」。複数の「概念」を集めて、用途
に応じて上下の関連付けをする体系

⬧ 統制語彙

• 意味の範囲や使い方が規制された言葉。言葉の意味のあいまいさ
や上位語や同義語、優先語などを定めた用語集。辞書を作る上で
の決まりごと

⬧ シソーラス

• 知識組織体系（KOS）の一つ。特定の主題分野を扱い、語句を
意味によって分類したり、上位下位関係をつけたり、同義関係や類
義関係によって分類し、体系づけた統制語彙（＝辞書） 4

２．SKOS (スコース)に類似する体系



⬧ タクソノミー

• 上位下位関係を整合的に定めた統制語彙（＝辞書）

⬧ 分類表

• 大分類＞中分類＞小分類のような構造で分類された表。

例：職業分類表、国立国会図書館分類表
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２．SKOS (スコース)に類似する体系



⬧ 農作物語彙体系（Crop Vocabulary）
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３．SKOSを使った事例：農作物語彙体系

※出典：CAVOC（https://cavoc.org/cvo.html)

 （https://www.cavoc.org/cvo/ns/3/C876）

Turtle言語で書かれた定義を確認すると

skos:narrowerで、以降に示す値が、
より狭い意味をもつ関連するものとし
て定義している

skos:prefLabelで、自然言語によ
る優先字句のラベル付けをしてい
る

skos:altLabelで、自
然言語による代替字
句のラベル付けをし
ている

skos:closeMatchで、
一部の情報検索アプ
リケーションで交換
して使用できるほど
同じである概念をリ
ンク定義している

skos:Conceptで、前出に示す内容が、
ひとつの概念であることを定義してい
る

https://cavoc.org/cvo.html
https://www.cavoc.org/cvo/ns/3/C876
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